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北幹線供用開始後は大幅に被害軽減
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浸水被害の軽減

京都市、向日市、長岡京市にまたがる桂川右岸地域は、784年に
長岡京がおかれたが、わずか10年で平安京へ遷都。度重なる浸水
被害が理由の1つとされている。

平成以降も100戸を超える浸水被害がたびたび発生し、京都府で
は、平成7年度から「いろは呑龍トンネル」の整備を推進している。

これまでの大雨で計177回、約102万m3（平成28年3月末時点）
の雨水を貯留し、浸水被害の軽減に大きく貢献している。

ＪＲ横断部アンダーパスの冠水による通行止め被害を軽減した。

雨水北幹線1号管渠の供用開始（H13）以降、雨水出水に対する
安全度が向上し、新駅の開業とともに駅周辺での住宅・商業施設・
サービス施設などの立地が進む。

afterbefore

新市街地エリアの住宅・商業施設等の立地状況

1200年の時を超え、浸水被害に悩まされた
古都・長岡京エリアを守る

呑龍太郎

約1,800戸

約1,000戸

■戸建て・マンション開発に
より住宅供給戸数が増加

H20 H27 H30

12店舗

■大型ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞﾓｰﾙやｻｰﾋﾞｽ
店舗、事業所等が新規立地

新駅開業

ﾏﾝｼｮﾝ建設中

H11.6浸水状況（向日市）

H20 H27 H30
新駅開業

JR桂川駅（H20新駅）
大型ショッピングモール（H26開業）

いろは呑龍
トンネル
北幹線

H13北幹線
供用開始

H13北幹線
供用開始

H20.7前田地下道で幼稚園バスが水没

府道伏見向日線 JR横断アンダーパス

※新市街地エリア：洛西口駅～桂川駅のエリア

桂川右岸流域下水道 雨水対策事業

北幹線と乙訓ポンプ場

雨水南幹線管渠の整備

■平成28年2月に、全長約４ｋｍ、内径3.5mの南幹線シールドトンネルの掘進
を開始しました。10月31日現在、洛西浄化センター内の発進立坑から1.7km
地点の付近を地下約25ｍの深さで掘り進んでいます。

■南幹線が完成すると、対策量は現在の約2倍となり、対象地域が長岡京市
まで拡大するとともに、平成25年台風18号と同等の大雨による浸水被害が解
消されます。

■平成32年度の暫定供用開始、平成35年度の完成を目指します。

南幹線の整備に
より解消される

南幹線シールドトンネル内部
（左はシールド掘削機）


